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論文内容の要旨
歯周病は，プラーク Cdental plaque) 中の細菌，主として嫌気性のグラム陰性菌および運動性微生
物によって発症および進行する局所感染症であることが明らかにされている。







in vitor 溶出試験により，薬物放出様式が Fick 拡散放出あるいはO次放出に分類され，薬物放出速
度が異なる 5 種類のフィルム状歯周ポケット挿入剤をピーク*ル犬の歯周ポケットに投与し，これら製
剤の歯周ポケット内における薬物放出について検討した。その結果，歯周ポケット内における製剤か
らの薬物放出は，非撹祥条件下での in vitro 溶出試験により求めた薬物放出特性に対し，薬物の放出
様式そのものに変化を示さず放出速度が相対的に遅くなること，また， Fick 拡散型製剤においては，ln
vitro -in vivo 薬物放出速度に高い相関関係が成立することを見いだした。これらの結果は， ln VIVO 



















の結果， P T -01 は， 1 歯あたり約0.5mgの OFLX 投与量で，約 1 週間にわたって有効な濃度を維持
することが明らかとなった。しかも，歯周ポケット内での OFLX 濃度は，二相性の推移，即ち，投
与後 1 日間にわたって歯周ポケット内細菌を殺菌すことが可能と思われる高濃度を，その後 7 日目ま
で細菌の増殖を阻止あるいは再感染を防ぎ得る，有効な濃度を示した。
さらに， P T -01の局所および全身に対する安全性について検討した結果， P T -0 1 は，きわめ
て安全性の高い薬剤であることが明らかとなった。
一方， OF LX200mg の単回経口投与における歯周ポケット内液 OFLX 濃度について歯周病患者
を用いて検討した結果，その有効濃度維持期間は，約 1 0 時間であった。このことより， OF LX の
























たのに対して，本製剤の 1 歯当り僅か 0.5mg の単回投与により， 1 週間にわたって有効薬物濃度を維持
することが判明した。
以上の成果は，本製剤が，副作用の発現を最小限に抑え，しかも薬物の有する作用を最大限に活用
した歯周病治療剤であると判断され，歯周病の新しい治療手段として多大の期待が寄せられるもので
あり，博士(薬学)の学位を授与するにふさわしいものであるO
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